
技術開発 

事例 
技術相談 

農業用ビニールハウス向け薪ストーブの 
技術開発支援 

【相手先企業】 株式会社斉藤鉄工建設，ひさまつ農園 

【開発の背景】 

 一般に，農業用ビニールハウスで使用する暖房機器は石油を燃料としています。震災の影響

でエネルギー問題が浮上し，石油の代替としての森林資源の利活用，および暖房費のコスト削

減を目指して，農業用ビニールハウス向けの薪ストーブを開発しました。 

 

【開発の経緯・支援内容】 

対象企業が開発した薪ストーブのフィールド試験のため，ひさまつ農園とのマッチングを行

いました。またフィールド試験の際に，薪ストーブ本体およびビニールハウス内の温度測定を

行い，薪ストーブの性能を検証しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展開等】 

 薪の量や状態によって燃焼温度や持続時間が大きく変わるため，様々なケースでの試験を通

して最適な燃焼条件を検討し，薪ストーブの性能向上を図る予定です。 
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図１ 薪ストーブの模式図 図２ 燃焼中のストーブ表面温度 

図３ フィールド試験の様子 図４ ビニールハウス内の温

度 

サーモレコーダーを 

設置して温度を測定 
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H23.11.1温度測定実験
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